
（別紙３）

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
保護者様の要望に最大限対応できるよう、職員間での

コミュニケーションを大切にし、共通理解を深める。

2 季節感を感じられるような取り組みを増やしていく。

3
職員配置や利用人数、学年層に応じて室内活動と外出

活動に分けて支援を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 外部評価者の選任。

2 親子参加型のイベントを企画していく。

第三者による外部評価 第三者委員会が開催されていない。

保護者様同士の関わり 保護者様同士が顔を合わせる機会が少ない。

・他事業所交流やイベントへの積極的参加

・屋外活動を通しての学びと気づきの体験

年中行事や公園遊び等のイベント活動を積極的に取り入

れ、こどものワクワクドキドキ体験を増やしている.

プレイスペースの広さとアクティブアイテム

プレイスペースにあるボルダリングで手足を上手く使っ

て体幹や体力を鍛える遊びができる。

また、トランポリン、ハンモック、バランスボール等、

様々な運動ツールがあるので、雨天時でも飽きることな

く室内活動ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者や利用者との信頼関係強化

・利用者のニーズに沿った支援の実施

・指導員間の意識統一

職員間で事前に話し合ったうえで、さまざまな内容の支

援プログラムを立案、実施している。

日々の活動の様子を写真や動画で各々の保護者へ発信し

ている。

○事業所名 　デイサービスレイラニ名護大東

○保護者評価実施期間
令和8年4月6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年4月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年5月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表【児発】公表


